
【資料1-1】

　廃棄物処理施設を核とした地域脱炭素の将来イメージ図

　施設の活用策を検討する観点からは、国が示すとおり、ごみの削減を進めたうえでやむを得ず発生するごみについては、その処理に伴っ
て発生するエネルギーの活用を最大限進めていくことが非常に重要となる。特に今後3R＋Renewableの取り組みが進むと、ごみから発生する
エネルギーはバイオマス起源、つまり脱炭素のエネルギーの割合が上昇しその価値も高まっていくと見込まれ、そのエネルギーを最大限有
効に活用していくことが望ましい。
　また、「地域循環共生圏を踏まえた将来の一般廃棄物処理のあり方について」に示されているように、施設単体のみならず、地域全体の
脱炭素化のビジョン、取り組みと連携させて地域全体として脱炭素化社会を目指した取り組みを推進していくこと、「地域脱炭素ロード
マップ」に示されているように地域課題解決、地域活性化の効果を併せて追求することが重要となる。このような脱炭素社会・地域循環共
生圏を実現するためには、本組合及び組合市による取り組みのみでは不十分であり、地域の企業等と積極的に協働し取り組みを推進してい
くことが重要となる。
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